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	行動的意思決定研究会　「判断、意思決定、選択における多角的アプローチ」

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　21名（うち認定心理士　　0名）

非会員　　3名（うち認定心理士　　0名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

①実施内容
　8/18（土）～8/19（日）に新潟大学にて、「判断、意思決定、選択における多角的アプローチ」と題し、意思決定や選択行動に関する研究集会を開催し、集中的な討議の場を設けた。話題提供は、行動分析、発達心理学、認知心理学、社会心理学など異なる背景をもつ研究者によっておこなわれた。概要は以下の通りである。
一日目

発表１　中畝菜穂子（新潟大学）　選抜テストとしての面接について

発表2　齋藤聖子（大学評価・学位授与機構）　大学評価情報の社会的インパクトについて

発表3　山田　歩（学習院大学）　選択と理由

発表4　森　久美子（関西学院大学）　広汎性発達障害児の社会的意思決定

発表5　井垣竹晴（東京女学館大学）　行動ファイナンス入門
二日目

発表6　広田すみれ（武蔵工業大学）　複数の情報源からの異なるリスク情報の受け手への効果

発表7　坂上貴之（慶應義塾大学）　反応潜時と選択
②成果
　各話題提供者は各領域の最先端の研究知見を紹介し、参加者が意思決定・選択行動に関する幅広い知識を得る機会を作った。当該テーマにつき集中的な議論がなされ、各研究の意義や価値につき、応用・基礎、様々な視点から検討、吟味された。こうした情報交換と議論の場を設けたことは、当該研究領域の更なる発展に通じるものと思われる。
③将来計画
　次年度以降も継続的に集会を行っていく予定である。特に、日本心理学会年次大会でのワークショップ開催を中心とした活動を展開したいと考えている。行動的意思決定研究、およびその周辺領域の重要な研究テーマを措定し、公開集会で紹介していくことで、この分野の知見を多くの人が共有できる場を提供していきたい。


